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※生活交通圏域は、概ね10年後を見据えた圏域

精査中



総合計画 生駒市総合計画 ・公共交通機関の利用促進（環境にやさしい交通への転換） H31・R1～R5

・生駒市地域公共交通活性化協議会の運営

・コミュニティバスの運行

・公共交通機関の利用促進に向けた周知・啓発

・公共交通機関の充実、維持について関係機関に要請

・鉄道駅のバリアフリー化

道路・公共交通 生駒市地域公共交通総合連携計画 ・高齢ドライバーの運転免許返納 H23～R2

・高齢者の交流機会・外出機会の拡大

・公共交通利用者に対する商業施設等の優待

・利用案内の作成

・ソフト面での鉄道との連携

・市民の協力による利用促進

都市づくり 生駒市都市計画マスタープラン ・公共交通サービスの検討（コミュニティバスや乗合タクシーなどの検討） H23～R2

・周辺環境と調和した産業・学術拠点機能の立地誘導（公共交通（バス）の利便性向上）

・都市基盤の整備・充実による交通結節点の強化

・地域拠点を支える都市基盤の整備・充実

・乗り換え利便性の向上

・公共交通サービスの検討（コミュニティバスや乗合タクシーなどの検討）（公共交通サービスの維
持・充実）（バスの運行状況などの情報提供）

・地域の生活交通の維持や活性化（生駒市地域公共交通活性化協議会の設置）

・駅及び駅周辺のユニバーサルデザインの推進

・公共交通拠点へのアクセス強化

・意識啓発への取組み（サービス状況や利用情報などの情報発信）

・公共交通の利用促進の取組み（市民の自主的な取組み（イベント開催等）の支援）

低炭素・循環型社会・生活環境 生駒市環境基本計画 ・モビリティ・マネジメントなど、公共交通機関の利用促進 H31・R1～R10

・地域公共交通網形成計画に即した公共交通サービスの検討

・歩行者空間の整備

低炭素・循環型社会 生駒市エネルギービジョン ・コミュニティバスの運行路線拡大（H26：運行路線拡大, H27～30：運行の継続・検証） H26～H30

生駒市環境モデル都市アクションプラン ・公用車及びコミュニティバスなどの車両更新時における電気自動車導入検討 H31・R1～R5

・事業所と連携した、超小型モビリティの普及・活用の検討

・公用車での超小型モビリティの運用

・ICTを活用したオンデマンド型シェアリング交通サービスであるAI運行バスの導入

・AIを活用した交通需要予測モデル構築の検討

・ICT技術を活用した自転車シェアリングの導入を検討

高齢者保健福祉・地域福祉 ・コミュニティバスの運行 H30～R2

・高齢者交通費等助成事業

・ユニバーサルデザインのまちづくりの推進

障がい者保健福祉 生駒市障がい者福祉計画 ・移動支援 H30～R2

・同行援護

・障がい者等交通費等助成事業

・コミュニティバスの運行と利用支援

生涯学習・スポーツ 生駒市スポーツ推進計画 ・施設までの交通手段の確保 H28～R2

商工観光 生駒市商工観光ビジョン ・事業活動を支える都市基盤の整備 H29下半期～R4

・通勤環境の向上

・歩いて楽しい駅周辺の統一感の創出

その他 ・ICTを交通に活用して新たなライフスタイル（スマートな暮らし）を育成 H28～R7

・主要道路の未整備区間の整備を促進

・近鉄けいはんな線の延伸協議

・モビリティを高める新たな交通システム等の展開（次世代型の連節バス、カーシェアリングシステ
ムなど）

計画期間

けいはんな学研都市新たな都市創造に向けて
-新たな都市創造プラン-

生駒市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画

分野 公共交通や移動に関する施策計画名

公共交通サービス・コミュニティバスの提供

利用促進（ソフト施策）

駅・鉄道関連

高齢者・福祉関連

新たな技術を活用した公共交通サービスの検討
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需要喚起に向けた公共交通に関する情報の発信
• 市の総合時刻表、おでかけ情報などを掲載した広報媒体の作成
• 市広報誌やホームページ、SNS等で情報の発信
• 公共交通の啓発に向けたイベント等の開催

モビリティ・マネジメントの実施
• 子どもの送迎、高齢者の免許自主返納との連携、転入者への情報提供

学研高山地区第２工区等新しいまちづくりとの連携
• ICTを活用した交通システム等の実現に向けて協働（相乗りアプリや自動運転バスの実証実験など）
• 広域幹線道路整備事業（小平尾BP、清滝生駒道路等）などの道路事業の供用時期には、交通事業者と公共交通網のあり方を検討

④

④

地元企業等との連携の推進（協賛金・企業広告等）

• 商業施設と連携した料金施策（割引乗車券）
• たけまる号への協賛金～企業広告の掲載

④

公共交通サービスの新規運行や運行継続の水準の検討
• 既存のコミュニティバスの評価指標の見直し
• 新規の導入サービスの評価指標

①

企業や病院等の送迎バスとの連携
• 地元企業の送迎バス等への一般市民の混乗化の検討
• 病院などの市内施設が運行している送迎バスの混乗化検討

④

公共交通不便地域での公共交通サービスの提供
• 連携計画で未提供地区での、公共交通サービス提供について検討
• １地区ずつ、対策案を掲載する
• 今回の計画策定で新たに必要となる地区を追加

①

コミュニティバスの運行形態の見直し・改善

• 店舗撤退などルート上の環境変化や、利用者ニーズ・需要量に応じて、必要な見直しや改善を検討・実施する

①

まちづくりと連携した公共交通サービスの提供

• 将来の生活交通圏域に準じた公共交通網への維持・確保
• 既存の路線バスの再編（昼間時間帯等での運行頻度やルートの変更などの検討）
• アンケートの着地ニーズを踏まえた公共交通網の検討

②

観光との連携②

②

近隣の助け合い輸送等の導入に向けた検討
• バス停までの移動など、近距離移動を支援するための仕組みづくりの検討
• 助け合い輸送（ボランティア輸送）、自家用有償等の導入に向けた市の支援内容を検討（乗務員確保のための広報活動含む）
• 自動運転バスやグリーンスローモビリティ等の新たな移動手段の導入検討

③

公共交通不便地域（空白地）の解消率

MaaSの検討②

たけまる号に対する生駒市の負担割合

基本方針①の定量指標

拠点場所までの30分到達時間圏の人口割合

主な買い物場所や通院場所までの30分到達
時間圏の高齢者人口割合

基本方針②の定量指標

公共交通不便地域（空白地）の解消率
※基本方針①と同じ指標

基本方針③の定量指標

生駒市内の公共交通の利用者数

基本方針④の定量指標
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